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○経済指標の振り返り 

発表日 指標、イベントなど 結果 ｺﾝｾﾝｻｽ 前回 

1/8（火） （韓）12 月生産者物価指数（前年同月比） 

（韓）12 月輸出（前年同月比） 

（韓）12 月輸入（前年同月比） 

（越）12 月自動車販売台数 

（シンガポール）10-12 月期 GDP 成長率 

（前期比、季節調整済）

（インドネシア）中銀金融政策委員会 

＋5.1% 

＋15.5% 

＋24.0% 

12,006 

▲3.2% 

 

8.00% 

 

＋16.6% 

＋17.2% 

 

 

 

8.00% 

＋4.4% 

＋17.1% 

＋25.9% 

10,110 

＋4.4% 

 

8.00% 

1/10（木） （韓）韓銀金融政策委員会 

（韓）12 月消費者信頼感指数 

（比）11 月輸出（前年同月比） 

5.00% 

105.0 

▲2.0% 

5.00% 

 

 

5.00% 

104.3 

＋10.5% 

1/11（金） （印）11 月鉱工業生産（前年同月比） ＋5.3％ ＋7.4％ ＋12.0％ 

（注）ｺﾝｾﾝｻｽは REUTER 調査 

 

 

～韓国～ 

1 月 10 日の韓国銀行（中央銀行）金融政策委員会において、政策金利を 5.00%で据え置くことが決められた。

同銀は昨年 7 月と 8 月に相次いで 25bp ずつ利上げの決定を行ったが、その後はサブプライムローン問題等に

よる市場の混乱、米景気減速懸念などの影響もあり、市場は今回の据え置きを見込んでいた。韓国経済は、輸

出及び国内消費が堅調に推移しているものの、国内投資の伸びが鈍化していることから、市場には、今年度第

1四半期中に利下げを行うとの観測がある。しかし、国際的な石油市況の影響から足元の消費者物価が上昇基

調にあるため、当面は金利据え置きスタンスが継続するものと思われる。 

 

 

～インド～ 

1 月 11 日にインド中央統計局が発表した昨年 11 月の鉱工業生産指数は前年同月比＋5.3%と、13 ヶ月ぶりの

低位に留まった。市場では 11 月の伸びを＋7.3%と見込んでいたことから、足元の景気の減速が懸念されてい

る。鉱工業生産のうち、特に製造業については、10 月の＋13.4%から＋5.4%と伸び率が半分に落ち込んだほか、

鉱業も同＋5.7%から＋3.5%に大幅に落ち込んでおり、足元の資金調達環境の悪化に伴う実体経済への影響が現

れつつあるものと見られる。インド準備銀行（中央銀行）は、インフレ率を政策目標である＋3～6%の範囲に

抑えるために、昨年 1年間で政策金利を 1回、預金準備率を 9回引き上げる政策を採ってきたものの、次回の

金融政策委員会では緊縮的なスタンスに変更が加わるのは必至と見られる。 

 



 
図表１ インド 鉱工業生産の推移（前年比） 
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（出所）インド中央統計局 
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